
数学科学習指導案 

指導者  豊内 智仁 

 

日 時  令和２年７月１４日（火） 第３校時（11:05～11:55） 

 

年 組    中学校第２学年１組 計 40 名（男子 20 名，女子 20 名） 

 

場 所  ２年１組教室 

 

教 材  繰り返される数の並び（課題学習） 

 



本時の目標 

 数の並びが繰り返される最初の２数の関係に気づくことができる。 

 

学習の展開 

 

学習活動と内容 指導上の留意点（◆評価） 

〇本時の課題を見る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇課題に取り組む。 

【予想される生徒の考え】 

・とりあえず全通りやってみよう。 

・何か規則性がありそうだな。 

・１段目の数１つにつき、２段目は２通りあるぞ。 

 

〇全体で共有し、気づいたことを交流する。 

 

 

【予想される生徒の考え】 

・１と３、１と８のように２段目に５を足すと次の組み合

わせが分かるな。 

・１と３、６と３、１と８、６と８のように１段目に５を

足したとき、２段目は同じ数の組み合わせが分かるな。 

・文字で表すと公式がつくれるかもしれないな。 

 

 

〇全体で共有し、振り返る。 

 

〇１段目を生徒、２段目を授業者が設定する。 

〇１列目と２列目の数の並び方が違う例と同じ例を確認する。 

〇一の位だけに注目することをおさえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ペアで確認した後、疑問点を全体で交流する。 

〇生徒を指名し、見つけたものを黒板に書いていく。 

〇１段目の数１つにつき、２段目が２通りあるという生徒の気づき

授業者が全体につぶやき、発見しやすいようにする。 

〇関係を見つけている生徒を机間指導で把握しておく。 

 

〇すべての場合の数をおさえる。 

 

 

〇規則性が見つけやすいように、表へのまとめ方を全体で確認す

る。 

〇文字を用いている生徒を取り上げ、文字式でも一の位だけを考え

ることを確認する。 

◆数の並びが繰り返される最初の２数の関係に気づくことができ

ているか。【数学的な見方・考え方】 

〇関係式が出なかった場合には提示する。 

 

〇様々な数学的な見方や考え方を用いると規則性が見つかりやす

くなることをおさえる。 

右の図に以下のルールに従って数を書き入れていく。 

【１列目】 

➀ １列目の１段目に０～９のうち好きな数を書く。 

➁ １列目の２段目に０～９のうち好きな数を書く。 

➂ １段目と２段目の数の和を求めて、その一の位の数を３段目に書く。  

２段目と３段目の数の和を求めて、その一の位の数を４段目に書く。  

➃ ➂の手順と同じようにして、１２段目まで繰り返し計算する。  

【２列目】 

⑤  １列目の１１段目と１２段目の数の和を求めて、その一の位の数を２列目の１段目に書く。 

  １列目の１２段目と２列目の１段目の数の和を求めて、その一の位の数を２列目の２段目に書く。 

⑥   ３段目以降は➂の手順と同じようにして、１２段目まで繰り返し計算する。 

 

問）１列目の数の並びが２列目に繰り返されるのは、どういう場合ですか。 

 

１段目と２段目の数の組み合わせは、どのような関係があよ


